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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月28日(2018.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物：
【化１】

［式中、
Ｈｅｔは、次からなる群：
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【化２】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、ＮまたはＣ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロ
アルコキシ、または、それぞれの場合で置換されていてもよいシクロアルキルまたはシク
ロアルケニルであり、
Ａ２は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロ
アルコキシ、または、それぞれの場合で置換されていてもよいシクロアルキルまたはシク
ロアルケニルであり、
Ｔは、酸素または電子対であり、
Ｒ２は、水素、アルキル、ハロアルキルまたは置換されていてもよいシクロアルキルであ
る。］
のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は、水素、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、アルケニル、ハロアルケニル
、アルキニル、ハロアルキニル、アルコキシ、ハロアルコキシ、ハロゲンで置換されてい
てもよいアルコキシアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいビス（アルコキシ）アル
キル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルファニルアルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいアルキルカルボニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキ
ルスルフィニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルキルスルホニルアルキル
、ジアルキルアミノスルファニルアルキル、ジアルキルアミノスルフィニルアルキル、ジ
アルキルアミノスルホニルアルキル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコキシカルボ
ニル、ハロゲンで置換されていてもよいアルコキシカルボニルアルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいアルキニルオキシ、ハロゲンで置換されていてもよいアルキニルオキシ
カルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、Ｎ－アルキル－Ｎ－シクロアルキルアミノカ
ルボニル、ジアルキルアミノカルボニルアルキル、Ｎ－アルキル－Ｎ－シクロアルキルア
ミノカルボニルアルキル、ヘテロシクリルカルボニルアルキル、アルキルスルファニル、
ハロアルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、ハロアルキルスルフィニル、アルキ
ルスルホニル、ハロアルキルスルホニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、アルキル－
、シクロアルキル－、ハロアルキル－、アルコキシ－、ハロアルコキシ－、アルコキシカ
ルボニル－、ハロアルコキシカルボニル－またはヘタリール－（その一部分がアルキル－
またはハロゲン－で置換されていてもよい）で置換されていてもよいシクロアルキル、ハ
ロゲン－、シアノ－、ニトロ－、アルキル－、ハロアルキル－、シクロアルキル－、アル
コキシ－、ハロアルコキシ－、アルコキシカルボニル－、ハロアルコキシカルボニル－ま
たはヘタリール－（その一部分がアルキル－またはハロゲン－で置換されていてもよい）
で置換されていてもよいシクロアルキルカルボニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、
アルキル－、ハロアルキル－、シクロアルキル－、アルコキシ－、ハロアルコキシ－、ア
ルコキシカルボニル－、ハロアルコキシカルボニル－またはヘタリール－（その一部分が
アルキル－またはハロゲン－で置換されていてもよい）で置換されていてもよいシクロア
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ルキルアルキル、置換されていてもよいヘテロシクリル、ハロゲン－、シアノ－（アルキ
ル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、アルキル－、ハロアルキル－、シクロアルキル－
（置換されていてもよい）、アルコキシ－、ハロアルコキシ－、アルキルチオ－、ハロア
ルキルチオ－、アルキルスルフィニル－、アルキルスルホニル－、ハロアルキルスルフィ
ニル－、ハロアルキルスルホニル－、アミノ－、アルキルアミノ－、ジアルキルアミノ－
、アルキルカルボニルアミノ－、アルコキシカルボニルアミノ－、アルコキシアルキル－
、ハロアルコキシアルキル－、アルケニル－、アルキニル－、シクロアルキルアルキル－
、アルキルカルボニル－、アルコキシカルボニル－またはアミノカルボニル－で置換され
ていてもよいヘテロシクリルアルキル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、ヒドロキシ－
、アミノ－、アルキル－、ハロアルキル－、シクロアルキル－（置換されていてもよい）
、アルコキシ－またはハロアルコキシ－で置換されていてもよいアリール、ハロゲン－、
シアノ－（アルキル部分でも）、ニトロ－、ヒドロキシ－、アミノ－、アルキル－、シク
ロアルキル－（置換されていてもよい）、ハロアルキル－、アルコキシ－またはハロアル
コキシで置換されていもよいアリールアルキル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、ヒド
ロキシ－、アルキル－、ハロアルキル－、シクロアルキル－（置換されていてもよい）、
アルコキシ－、ハロアルコキシ－、アルキルチオ－、ハロアルキルチオ－、アルキルスル
フィニル－、アルキルスルホニル－、ハロアルキルスルフィニル－、ハロアルキルスルホ
ニル－、アミノ－、アルキルアミノ－、ジアルキルアミノ－、アルキルアミノカルボニル
－、ジアルキルアミノカルボニル－、アルキルカルボニルアミノ－、アルコキシカルボニ
ルアミノ－、アルコキシアルキル－、ハロアルコキシアルキル－、アルケニル－、アルキ
ニル－、シクロアルキルアルキル－、アルキルカルボニル－、アルコキシカルボニル－ま
たはアミノカルボニル－で置換されていてもよいヘタリール、ハロゲン－、シアノ－（ア
ルキル部分でも）、ニトロ－、ヒドロキシ－、アルキル－、ハロアルキル－、シクロアル
キル－（置換されていてもよい）、アルコキシ－、ハロアルコキシ－、アルキルチオ－、
ハロアルキルチオ－、アルキルスルフィニル－、アルキルスルホニル－、ハロアルキルス
ルフィニル－、ハロアルキルスルホニル－、アミノ－、アルキルアミノ－、ジアルキルア
ミノ－、アルキルカルボニルアミノ－、アルコキシカルボニルアミノ－、アルコキシアル
キル－、ハロアルコキシアルキル－、アルケニル－、アルキニル－、シクロアルキルアル
キル－、アルキルカルボニル－、アルコキシカルボニル－またはアミノカルボニル－で置
換されていてもよいヘタリールアルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は次からなる群：
【化３】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、ＮＲ７Ｒ８であり、または、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシアル
キル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、Ｒ７－ＣＯ－アルキル、ＮＲ７Ｒ８－ＣＯ－ア
ルキル、シクロアルキル、シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニ
ルアルキル、ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキル、フェニル、フェニルアルキル、
ヘタリールおよびヘタリールアルキルからなる群のうち、それぞれの場合で置換されてい
てもよい一つのラジカルであり、
Ｗは、Ｏ、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
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Ｘは、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロア
ルコキシおよびシクロアルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｙは、水素、ハロゲン、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、アルコキシ、ハロア
ルコキシ、シアノおよびＮＲ５Ｒ６からなる群のうちの一つのラジカルである。］のうち
の一つのラジカルであってもよく、
Ａは、酸素または硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素、アルキル、シクロアルキル、ハロアルキル、ＯＨ、アルコキシ、ハロアル
コキシ、ＳＨ、アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、Ｎ
Ｈ２、アルキルアミノおよびジアルキルアミノからなる群のうちの一つのラジカルであり
、
Ｖは、酸素、硫黄およびＮＲ４からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ４は、水素、シアノ、アルキル、ハロアルキルおよびシクロアルキルからなる群のうち
の一つのラジカルであり、
Ｒ５は、水素、アルキル、シクロアルキルおよびハロアルキルからなる群のうちの一つの
ラジカルであり、
Ｒ６は、水素、アルキル、シクロアルキルおよびハロアルキルからなる群のうちの一つの
ラジカルであり、
あるいは、
Ｒ５およびＲ６は、結合する窒素と一緒に、置換されていてもよい飽和または不飽和の、
さらにヘテロ原子を１つ以上含有していてもよい３～６環員の環であってもよく、
Ｒ７は、水素、ヒドロキシであり、または、アルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル
、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、シク
ロアルキル、シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルケニルアルキル、
ヘテロシクリル、ヘテロシクリルアルキル、フェニル、フェニルアルキル、ヘタリールお
よびヘタリールアルキルからなる群のうち、それぞれの場合で置換されていてもよい一つ
のラジカルであり、
Ｒ８は、水素、金属イオン、置換されていてもよいアンモニウムイオンであり、または、
アルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－アルキルからなる
群のうち、それぞれの場合で置換されていてもよい一つのラジカルであり、ならびに、
ｍは、０、１および２からなる群のうちの一つの数である。］。
【請求項２】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
式中、
Ｈｅｔは、次からなる群：
【化４】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、ＮまたはＣ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルからなる群
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のうちの一つのラジカルであり、
Ａ２は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルからなる群
のうちの一つのラジカルであり、
Ｔは、酸素または電子対であり、
Ｒ２は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、および、ハロゲン、シア
ノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ３アルキル、Ｃ１－Ｃ３アルコキシで一置換～三置換されていても
よく、また、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルで一置換されていてもよい、Ｃ３－Ｃ６シクロア
ルキルからなる群のうちの一つのラジカルである。］
のうちの一つのラジカルであり、
　Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６ハロアルキル、シアノ－Ｃ１－Ｃ６ア
ルキル、Ｃ２－Ｃ４アルケニル、Ｃ２－Ｃ４ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ４アルキニル、Ｃ

２－Ｃ４ハロアルキニル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ、ハロゲン
で置換されていてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲンで置換さ
れていてもよいビス（Ｃ１－Ｃ６アルコキシ）－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲンで置換さ
れていてもよいＣ１－Ｃ６アルキルスルファニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルカルボニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいＣ１－Ｃ６アルキルスルフィニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲンで置
換されていてもよいＣ１－Ｃ６アルキルスルホニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ジ－（Ｃ１－
Ｃ６アルキル）－アミノスルファニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノスルフィニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノス
ルホニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシ
カルボニル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ１－Ｃ６アルコキシカルボニル－Ｃ１－
Ｃ６アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ２－Ｃ４アルキニルオキシ、ハロゲン
で置換されていてもよいＣ２－Ｃ４アルキニルオキシカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アル
キル）－アミノカルボニル、Ｎ－Ｃ１－Ｃ６アルキル－Ｎ－Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルア
ミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノカルボニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル
、Ｎ－Ｃ１－Ｃ６アルキル－Ｎ－Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルアミノカルボニル－Ｃ１－Ｃ

６アルキル、ヘテロシクリルカルボニル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６アルキルスル
ファニル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルファニル、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルフィニル、Ｃ

１－Ｃ６ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ６ハロア
ルキルスルホニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ

６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６

ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシカル
ボニル－またはヘタリール－（その一部分がＣ１－Ｃ６アルキル－またはハロゲン－で置
換されていてもよい）で置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル、ハロゲン－、
シアノ－、ニトロ－、Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シ
クロアルキル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ア
ルコキシカルボニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシカルボニル－またはヘタリール－（そ
の一部分がＣ１－Ｃ６アルキル－またはハロゲン－で置換されていてもよい）で置換され
ていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルカルボニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、
Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－、Ｃ１－
Ｃ６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル－、
Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシカルボニル－またはヘタリール－（その一部分がＣ１－Ｃ６ア
ルキル－またはハロゲン－で置換されていてもよい）で置換されていてもよいＣ３－Ｃ６

シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲン－、シアノ－（ヘテロシクリル－Ｃ１－
Ｃ６アルキルのＣ１－Ｃ６アルキル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、Ｃ１－Ｃ６アル
キル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、
Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－
Ｃ６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ

６ハロアルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルホ
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ニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルホニル－
、アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルアミノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノ－、Ｃ

１－Ｃ６アルキルカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニルアミノ－、Ｃ１

－Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アル
キル－、Ｃ２－Ｃ６アルケニル－、Ｃ２－Ｃ６アルキニル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル
－Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカル
ボニル－またはアミノカルボニル－で置換されていてもよいヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ６

アルキル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、ヒドロキシ－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アル
キル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、
Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－
Ｃ６アルコキシ－またはＣ１－Ｃ６ハロアルコキシ－で置換されていてもよいアリール、
ハロゲン－、シアノ－（アリール－Ｃ１－Ｃ６アルキルのＣ１－Ｃ６アルキル部分も）、
ニトロ－、ヒドロキシ－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－
、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ３－Ｃ

６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－またはＣ１－Ｃ６

ハロアルコキシで置換されていてもよいアリール－Ｃ１－Ｃ６アルキル、ハロゲン－、シ
アノ－、ニトロ－、ヒドロキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、
Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ３－Ｃ６

シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ハロア
ルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ６ア
ルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルホニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスル
フィニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルホニル－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルアミ
ノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニルアミノ－
、Ｃ１－Ｃ６アルキルアミノカルボニル－、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノカルボ
ニル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ６

アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ２－Ｃ６アルケニル
－、Ｃ２－Ｃ６アルキニル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１

－Ｃ６アルキルカルボニル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル－またはアミノカルボニ
ル－で置換されていてもよいヘタリール、ハロゲン－、シアノ－（ヘタリール－Ｃ１－Ｃ

６アルキルのＣ１－Ｃ６アルキル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ

１－Ｃ６アルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ

６アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ６

ハロアルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルホニ
ル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキルスルホニル－、
アミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルキルアミノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノ－、Ｃ１

－Ｃ６アルキルカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニルアミノ－、Ｃ１－
Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ６アルキ
ル－、Ｃ２－Ｃ６アルケニル－、Ｃ２－Ｃ６アルキニル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－
Ｃ１－Ｃ６アルキル－、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニル－、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボ
ニル－またはアミノカルボニル－で置換されていてもよいヘタリール－Ｃ１－Ｃ６アルキ
ルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は次からなる群：
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【化５】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、ＮＲ７Ｒ８であり、または、それぞれの場合でハロゲン、酸素－（Ｃ＝Ｏになる）
またはシアノ－で置換されていてもよいＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６アルケニル、Ｃ

３－Ｃ６アルキニル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ６アルキル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、Ｒ７－ＣＯ－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、Ｎ
Ｒ７Ｒ８－ＣＯ－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルで
一置換もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルであり、酸素（Ｃ＝Ｏ
になる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよ
びＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ８シクロア
ルケニルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されて
いてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、または、酸素（Ｃ＝
Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシお
よびＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロ
アルケニル－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、または、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４ア
ルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキ
ルで一置換もしくは二置換されていてもよいヘテロシクリルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる
）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１

－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ

４アルキルであり、または、フェニル、フェニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ヘタリールまた
はヘタリール－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、ここで、それぞれはハロゲン、シアノ、Ｃ１

－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アル
コキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルコキシで一置換～三置換されていてもよく、
Ｗは、Ｏ、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル
、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシおよびＣ１－Ｃ６ハロアルコキシか
らなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｙは、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ６ハ
ロアルキル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシおよびＣ１－Ｃ６ハロアルコキシ、シアノ、およびＮ
Ｒ５Ｒ６からなる群のうちの一つのラジカルである。］
のうちの一つのラジカルであってもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｃ１－Ｃ６ハロアルコキシ、ＳＨ、Ｃ１－Ｃ６アルキ
ルスルファニル、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ６アルキルスルホニル、Ｎ
Ｈ２、Ｃ１－Ｃ６アルキルアミノおよびジ－（Ｃ１－Ｃ６アルキル）－アミノからなる群
のうちの一つのラジカルであり、
Ｖは、酸素、硫黄およびＮＲ４からなる群のうちの一つのラジカルであり、Ｒ４は、水素
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、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６ハロアルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキ
ルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ５は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルおよびＣ２－Ｃ６ハロア
ルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ６は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルおよびＣ２－Ｃ６ハロア
ルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ５およびＲ６は、結合する窒素と一緒に、飽和～三価不飽和の、ハロゲン、シアノ、Ｃ

１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルコキシで置換されていてもよい、３～６環員の環であることもでき、
Ｒ７は、水素、ヒドロキシ、および、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、Ｃ１

－Ｃ６アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ６アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ４

アルキル、Ｃ１－Ｃ６アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ６アルコキシカルボニル、Ｃ３－Ｃ

６シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルケニル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ

３アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ３アルキル、ヘテロシクリル、ヘテ
ロシクリル－Ｃ１－Ｃ３アルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、それぞれは
、ハロゲンで一置換もしくは多置換またはシアノで一置換もしくは二置換されていてもよ
く、また、フェニル、フェニル－Ｃ１－Ｃ３アルキル、ヘタリールおよびヘタリール－Ｃ

１－Ｃ３アルキルであり、それぞれはＣ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ

１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、ハロゲン
またはシアノで一置換～四置換されていてもよく、
Ｒ８は、水素、アルカリまたはアルカリ土類金属イオンであり、または、Ｃ１－Ｃ４アル
キルで一置換～四置換されていてもよいアンモニウムイオンであり、または、Ｃ１－Ｃ４

アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびＣ

１－Ｃ４アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ４アルキルからなる群のうちの一つのラジカル
であり、ここで、それぞれは、ハロゲンで一置換もしくは多置換またはシアノで一置換も
しくは二置換されていてもよく、
ｍは、０、１および２からなる群のうちの一つの数であり、ここで、
アルカリ金属イオンは、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウムからな
る群から選択され、
アルカリ土類金属イオンは、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
バリウムからなる群から選択され、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素からなる群から選択され、
アリール（より大きいユニットの一部分として、たとえば、アリールアルキルを包含する
）は、フェニル、ナフチル、アントリル、フェナントレニルからなる群から選択され、
ヘタリール（ヘテロアリールと同義語であり、ヘタリールアルキルといったより大きいユ
ニットの一部分として包含する）は、フリル、チエニル、ピロリル、ピラゾリル、イミダ
ゾリル、１，２，３－トリアゾリル、１，２，４－トリアゾリル、オキサゾリル、イソキ
サゾリル、チアゾリル、イソチアゾリル、１，２，３－オキサジアゾリル、１，２，４－
オキサジアゾリル、１，３，４－オキサジアゾリル、１，２，５－オキサジアゾリル、１
，２，３－チアジアゾリル、１，２，４－チアジアゾリル、１，３，４－チアジアゾリル
、１，２，５－チアジアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、ピリダジニル、ピラジニル、
１，２，３－トリアジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリアジニル、ベ
ンゾフリル、ベンゾイソフリル、ベンゾチエニル、ベンゾイソチエニル（benzoisothieny
l）、インドリル、イソインドリル、インダゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイソチア
ゾリル、ベンゾキサゾリル、ベンズイソオキサゾリル、ベンズイミダゾリル、２，１，３
－ベンゾキサジアゾール、キノリニル、イソキノリニル、シンノリニル（cinnolinyl）、
フタラジニル、キナゾリニル、キノキサリニル、ナフチリジニル（naphthyridinyl）、ベ
ンゾトリアジニル（benzotriazinyl）、プリニル、プテリジニルおよびインドリジニルか
らなる群から選択され、ならびに、
ヘテロシクリルは、１または２つの窒素原子および／または１つの酸素原子および／また
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は１つの硫黄原子を含有する飽和４、５または６環員環である、請求項１に記載の化合物
。
【請求項３】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
式中、
Ｈｅｔは、次からなる群：
【化６】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、ＮまたはＣ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルからなる群
のうちの一つのラジカルであり、
Ａ２は、水素、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびＣ１－Ｃ４ハロアルキルからなる群
のうちの一つのラジカルであり、
Ｔは、酸素または電子対である。］
のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は、水素、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ２－Ｃ４ハロアルキル、シアノ－Ｃ１－Ｃ４アル
キル、Ｃ２－Ｃ４アルケニル、Ｃ２－Ｃ４ハロアルケニル、Ｃ２－Ｃ４アルキニル、Ｃ２

－Ｃ４ハロアルキニル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ、ハロゲンで
置換されていてもよいＣ１－Ｃ２アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換され
ていてもよいビス（Ｃ１－Ｃ２-アルコキシ）－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換さ
れていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルスルファニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルカルボニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換
されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルスルフィニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置
換されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルスルホニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ジ－（Ｃ１－
Ｃ４アルキル）－アミノスルファニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル
）－アミノスルフィニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノス
ルホニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ１－Ｃ４アルコキシ
カルボニル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－Ｃ１－
Ｃ４アルキル、ハロゲンで置換されていてもよいＣ２－Ｃ４アルキニルオキシ、ハロゲン
で置換されていてもよいＣ２－Ｃ４アルキニルオキシカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アル
キル）－アミノカルボニル、Ｎ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｎ－Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルア
ミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノカルボニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル
、Ｎ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｎ－Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルアミノカルボニル－Ｃ１－Ｃ

４アルキル、ヘテロシクリルカルボニル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキルスル
ファニル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルスルファニル、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルフィニル、Ｃ

１－Ｃ４ハロアルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルホニル、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルキルスルホニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ

４ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４

ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシカル
ボニル－もしくはピリジル－（その一部分がＣ１－Ｃ４アルキルもしくはハロゲンで置換
されていてもよい）で置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル、ハロゲン－、シ
アノ－、ニトロ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シク
ロアルキル－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４アル
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コキシカルボニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシカルボニル－もしくはピリジル－（その
一部分がＣ１－Ｃ４アルキルもしくはハロゲンで置換されていてもよい）で置換されてい
てもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルカルボニル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、Ｃ１

－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－　Ｃ１－Ｃ

４アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－、Ｃ

１－Ｃ４ハロアルコキシカルボニル－、ピリジル－、ピリミジル－、ピラザニル－、ピリ
ダジニル－、チアゾリル－、イソチアゾリル、チアジアゾリル－、オキサゾリル－、イソ
キサゾリル－、オキサジアゾリル－、ピラゾリル－、トリアジニル－もしくはトリアゾリ
ル－（その部分に関して言及されるヘタリールは、Ｃ１－Ｃ４アルキルもしくはハロゲン
で置換されていてもよい）で置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ

４アルキル、ハロゲン－、シアノ－（ヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ４アルキルのＣ１－Ｃ４

アルキル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよび
Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－、Ｃ１－
Ｃ４ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルチオ－、Ｃ

１－Ｃ４アルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルホニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルスルホニル－、アミノ、－Ｃ１－Ｃ４ア
ルキルアミノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニ
ルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－
Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ２－Ｃ４アルケ
ニル－、Ｃ２－Ｃ４アルキニル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、
Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニル－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－またはアミノカル
ボニル－で置換されていてもよいヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲン－、シ
アノ－、ニトロ－、ヒドロキシ－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよび
Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－またはＣ

１－Ｃ４ハロアルコキシ－で置換されていてもよいアリール、ハロゲン－、シアノ－（ア
リール－Ｃ１－Ｃ４アルキルのＣ１－Ｃ４アルキル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、
アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキルで置換さ
れていてもよい）、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－またはＣ１－Ｃ４ハロアルコキシ－で置換さ
れていてもよいアリール－Ｃ１－Ｃ４アルキル、ハロゲン－、シアノ－、ニトロ－、ヒド
ロキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよびＣ３－Ｃ６シクロアルキルで置換さ
れていてもよい）、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４

アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルフィニル－、
Ｃ１－Ｃ４アルキルスルホニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ４

ハロアルキルスルホニル－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルアミノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ４

アルキル）－アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルア
ミノカルボニル－、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノカルボニル－、Ｃ１－Ｃ４アル
コキシカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４

ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ２－Ｃ４アルケニル－、Ｃ２－Ｃ４アルキニ
ル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニ
ル－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－またはアミノカルボニル－で置換されていても
よいヘタリール、ハロゲン－、シアノ－（ヘタリール－Ｃ１－Ｃ４アルキルのＣ１－Ｃ４

アルキル部分も）、ニトロ－、ヒドロキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロア
ルキル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－（ハロゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキルおよび
Ｃ３－Ｃ６シクロアルキルで置換されていてもよい）、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－、Ｃ１－
Ｃ４ハロアルコキシ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルチオ－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルチオ－、Ｃ

１－Ｃ４アルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルホニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロア
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ルキルスルフィニル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルスルホニル－、アミノ－、Ｃ１－Ｃ４ア
ルキルアミノ－、ジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニ
ルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニルアミノ－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－
Ｃ４アルキル－、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ２－Ｃ４アルケ
ニル、Ｃ２－Ｃ４アルキニル－、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４アルキル－、Ｃ

１－Ｃ４アルキルカルボニル－、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル－またはアミノカルボ
ニル－で置換されていてもよいヘタリール－Ｃ１－Ｃ４アルキルからなる群のうちの一つ
のラジカルであり、
Ｒ１は次からなる群：
【化７】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、ＮＲ７Ｒ８であり、または、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ３－Ｃ６アルケニル、Ｃ３－
Ｃ６アルキニル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ３アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｓ
（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ３アルキルであり、ここで、それぞれはハロゲンによって一置換～七
置換されていてもよく、酸素（Ｃ＝Ｏになる）によって一置換もしくは二置換されていて
もよく、または、シアノで一置換もしくは二置換されていてもよく、Ｒ７－ＣＯ－Ｃ１－
Ｃ２アルキルであり、ＮＲ７Ｒ８－ＣＯ－Ｃ１－Ｃ２アルキルであり、酸素（Ｃ＝Ｏにな
る）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシもしくは
Ｃ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ８シクロアル
キルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、
Ｃ１－Ｃ４アルコキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されてい
てもよいＣ３－Ｃ８シクロアルケニルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルキル
で一置換もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ４アルキ
ルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ

１－Ｃ４アルコキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていて
もよいＣ３－Ｃ６シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、酸素（Ｃ＝Ｏになる）
、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシもしくはＣ１

－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいヘテロシクリルであり、酸
素（Ｃ＝Ｏになる）、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アル
コキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいヘテロ
シクリル－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、または、フェニル、フェニル－Ｃ１－Ｃ４アルキ
ル、ヘタリールまたはヘタリール－Ｃ１－Ｃ４アルキルであり、ここで、それぞれはハロ
ゲン、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシもしくはＣ１－Ｃ４ハロアルコキシで一置換～三置換されてい
てもよく、
Ｗは、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、ニトロ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１

－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１－Ｃ

４ハロアルコキシからなる群のうちの一つのラジカルであり、
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Ｙは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、シアノ、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４ハ
ロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシおよびＣ１－Ｃ４ハロア
ルコキシからなる群のうちの一つのラジカルである。］
のうちの一つのラジカルであってもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４ハロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキ
ル、ＯＨ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４ハロアルコキシ、ＳＨ、Ｃ１－Ｃ４アルキ
ルスルファニル、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルフィニル、Ｃ１－Ｃ４アルキルスルホニル、Ｎ
Ｈ２、Ｃ１－Ｃ４アルキルアミノおよびジ－（Ｃ１－Ｃ４アルキル）－アミノからなる群
のうちの一つのラジカルであり、
Ｖは、酸素であり、
Ｒ７は、水素、ヒドロキシ、または、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１

－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ３

アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシカルボニル、Ｃ３－Ｃ

６シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ３アルキル、ヘテロシクリルお
よびヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ３アルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、こ
こで、それぞれはハロゲンで一置換もしくは多置換またはシアノで一置換もしくは二置換
されていてもよく、または、フェニル、ベンジル、ピリジル、ピリミジル、チアゾリル、
オキサゾリル、ピラゾリル、チエニル、フラニル、ピリジニルメチルもしくはチアゾリル
メチルであり、ここで、それぞれは、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ３ハロアルキル、Ｃ

１－Ｃ３アルコキシ、Ｃ１－Ｃ３ハロアルコキシ、シクロプロピル、フッ素、塩素、臭素
もしくはシアノで一置換～三置換されていてもよく、
Ｒ８は、水素であり、アルカリまたはアルカリ土類金属イオンであり、または、Ｃ１－Ｃ

４アルキルで一置換～四置換されていてもよいアンモニウムイオンであり、または、Ｃ１

－Ｃ４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ２アルキルお
よびＣ１－Ｃ４アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ２アルキルからなる群のうちの一つのラ
ジカルであり、ここで、それぞれは、ハロゲンで一置換もしくは多置換またはシアノで一
置換もしくは二置換されていてもよく、
ｍは、０、１および２からなる群のうちの一つの数であり、ここで、
アルカリ金属イオンは、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウムからな
る群から選択され、
アルカリ土類金属イオンは、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
バリウムからなる群から選択され、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素からなる群から選択され、
アリール（より大きいユニットの一部分として、たとえば、アリールアルキルを包含する
）は、フェニル、ナフチル、アントリルおよびフェナントレニルからなる群から選択され
、
ヘタリール（ヘテロアリールと同義語であり、たとえばヘタリールアルキルといったより
大きいユニットの一部分としても）は、ピラゾリル、イミダゾリル、１，２，３－トリア
ゾリル、１，２，４－トリアゾリル、オキサゾリル、イソキサゾリル、チアゾリル、イソ
チアゾリル、ピリジル、ピリミジニル、ピリダジニル、ピラジニル、１，２，３－トリア
ジニル、１，２，４－トリアジニル、１，３，５－トリアジニル、ベンゾチエニルからな
る群から選択され、ならびに、
ヘテロシクリルは、アゼチジニル、アゾリジニル、アジナニル、オキセタニル、オキソラ
ニル、オキサニル、ジオキサニル、チエタニル、チオラニル、チアニル、テトラヒドロフ
リル、ピペラジニル、モルホリニルからなる群から選択される、
請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
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式中、
Ｈｅｔは、次からなる群：
【化８】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、ＮまたはＣ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素、フッ素および塩素からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｔは、酸素または電子対である。］
のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロ
エチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、メチルスルファニルメチル、メチルスルフ
ァニルエチル、メチルスルファニル－ｎ－プロピル、トリフルオロメチルスルホニルメチ
ル、エチルスルホニルメチル、２，２，２－トリフルオロエチルスルホニルメチル、２，
２－ジフルオロエチルスルホニルメチル、イソプロピルスルファニルメチル、メチルスル
フィニルメチル、トリフルオロメチルスルフィニルメチル、エチルスルフィニルメチル、
２，２，２－トリフルオロエチルスルフィニルメチル、２，２－ジフルオロエチルスルフ
ィニルメチル、イソプロピルスルフィニルメチル、メチルスルホニルメチル、トリフルオ
ロメチルスルホニルメチル、エチルスルホニルメチル、２，２，２－トリフルオロエチル
スルホニルメチル、２，２－ジフルオロエチルスルホニルメチル、イソプロピルスルホニ
ルメチル、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、メトキシカルボニルメチル、エト
キシカルボニルメチル、メトキシカルボニルエチル、エトキシカルボニルエチル、ジメチ
ルアミノカルボニル、ジエチルアミノカルボニル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボ
ニル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニルメチ
ル、ジエチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル
、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、ジメチルアミノカルボニルエ
チル、ジエチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチ
ル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチ
ル、メチルスルファニル、トリフルオロメチルスルファニル、エチルスルファニル、２，
２，２－トリフルオロエチルスルファニル、２，２－ジフルオロエチルスルファニル、イ
ソプロピルスルファニル、メチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルフィニル、エチ
ルスルフィニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルフィニル、２，２－ジフルオロエ
チルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル、メチルスルホニル、トリフルオロメチル
スルホニル、エチルスルホニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルホニル、２，２－
ジフルオロエチルスルホニル、イソプロピルスルホニル、シクロプロピル、１－シアノシ
クロプロピル、１－クロロシクロプロピル、１－フルオロシクロプロピル、２－シアノシ
クロプロピル、２－クロロシクロプロピル、２－フルオロシクロプロピル、２，２，３，
３－テトラフルオロシクロプロピル、２－シクロプロピルシクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル、シクロヘキシル、４－トリフルオロメチルシクロヘキシル、シクロプ
ロピルメチル、シクロプロピルエチル、シクロブチルメチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニル、モルホリン－４－イルカルボニルメチル、ピペラジン－１－イ
ルカルボニルメチル、４－メチルピペラジン－１－イルカルボニルメチル、それぞれがフ
ッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピ
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ル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオ
ロメトキシおよびジフルオロメトキシからなる群のうちの同一もしくは異なる置換基で一
置換、二置換もしくは三置換されていてもよいヘテロシクリルメチルおよびヘテロシクリ
ルエチル、それぞれの場合でシクロプロピルによって置換され、シクロプロピルラジカル
がメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピルで一置換
されていてもよいヘテロシクリルメチルおよびヘテロシクリルエチル、フッ素、塩素、臭
素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－
ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジ
フルオロメトキシ、ジメチルアミノカルボニルからなる群のうちの同一もしくは異なる置
換基で一置換もしくは二置換されていてもよいヘタリール、シクロプロピルラジカルがメ
チル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピルで一置換され
ていてもよいシクロプロピルで置換されているヘタリール、フッ素、塩素、臭素、シアノ
、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメ
トキシおよびトリフルオロエトキシからなる群のうちの同一もしくは異なる置換基で一置
換、二置換もしくは三置換されていてもよいアリール、シクロプロピルラジカルがメチル
、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピルで一置換されてい
てもよいシクロプロピルで置換されているアリール、それぞれがフッ素、塩素、臭素、シ
アノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル
、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオ
ロメトキシからなる群のうちの同一もしくは異なる置換基で一置換、二置換もしくは三置
換されていてもよいアリールメチルおよびアリールエチル、それぞれの場合でシクロプロ
ピルによって置換され、シクロプロピルラジカルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置
換もしくは二置換またはシクロプロピルで一置換されていてもよいアリールメチルおよび
アリールエチル、それぞれがフッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ
、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロ
メチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシからなる群のうちの同一
もしくは異なる置換基で一置換もしくは二置換されていてもよい、ヘタリールメチルおよ
びヘタリールエチル、それぞれの場合でシクロプロピルによって置換され、シクロプロピ
ルラジカルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピ
ルで一置換されていてもよい、ヘタリールメチルおよびヘタリールエチルからなる群のう
ちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は次からなる群：
【化９】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、ＮＲ７Ｒ８であり、または、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ３－Ｃ４アルケニル、Ｃ３－
Ｃ４アルキニル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシ－Ｃ１－Ｃ２アルキルおよびＣ１－Ｃ２アルキル
－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ２アルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、ここで、
それぞれはフッ素、塩素で一置換、二置換、三置換、四置換もしくは五置換またはシアノ
で一置換もしくは二置換されていてもよく、Ｒ７－ＣＯ－Ｃ１－Ｃ２アルキルであり、Ｎ
Ｒ７Ｒ８－ＣＯ－Ｃ１－Ｃ２アルキルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキル、Ｃ１－Ｃ２アルコキ
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シもしくはＣ１－Ｃ２ハロアルキルまたは酸素原子（Ｃ＝Ｏになる）で一置換もしくは二
置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキル、Ｃ１－Ｃ

２アルコキシもしくはＣ１－Ｃ２ハロアルキルまたは酸素原子（Ｃ＝Ｏになる）で一置換
もしくは二置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルケニルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキ
ル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルで一置換もしくは二置換されて
いてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキル－Ｃ１－Ｃ２アルキルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキル
、Ｃ１－Ｃ２アルコキシまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルで一置換もしくは二置換されてい
てもよいＣ３－Ｃ６シクロアルケニル－Ｃ１－Ｃ２アルキルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキル
、Ｃ１－Ｃ２アルコキシまたはＣ１－Ｃ２ハロアルキルで一置換もしくは二置換されてい
てもよいヘテロシクリルであり、Ｃ１－Ｃ２アルキル、Ｃ１－Ｃ２アルコキシまたはＣ１

－Ｃ２ハロアルキルで一置換もしくは二置換されていてもよいヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ

２アルキルであり、または、フェニル、ベンジル、ピリジル、ピリミジル、チアゾリル、
オキサゾリル、ピラゾリル、チエニル、フラニル、ピリジニルメチルもしくはチアゾリル
メチルであり、ここで、それぞれは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、ジ
フルオロメチル、トリフルオロメチル、メトキシ、エトキシ、ジフルオロメトキシもしく
はトリフルオロメトキシで一置換もしくは二置換されていてもよく、
Ｗは、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メト
キシ、エトキシ、ジフルオロメトキシおよびトリフルオロメトキシからなる群のうちの一
つのラジカルであり、
Ｙは、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メト
キシ、エトキシ、ジフルオロメトキシおよびトリフルオロメトキシからなる群のうちの一
つのラジカルである。］
のうちの一つのラジカルであってもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素であり、
Ｖは、酸素であり、
Ｒ７は、水素、ヒドロキシからなる群のうちの一つのラジカルであり、または、Ｃ１－Ｃ

４アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１

－Ｃ４アルキル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ２アルキル、Ｃ１－Ｃ４アルキルカルボニル、Ｃ

１－Ｃ４アルコキシカルボニル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル、Ｃ３－Ｃ６シクロアルキル
－Ｃ１－Ｃ３アルキル、ヘテロシクリルもしくはヘテロシクリル－Ｃ１－Ｃ３アルキルで
あり、ここで、それぞれはフッ素、塩素で一置換、二置換、三置換、四置換もしくは五置
換またはシアノで一置換もしくは二置換されていてもよく、または、フェニル、ベンジル
、ピリジル、ピリミジル、チアゾリル、オキサゾリル、ピラゾリル、チエニル、フラニル
、ピリジニルメチルもしくはチアゾリルメチルであり、ここで、それぞれは、Ｃ１－Ｃ４

アルキル、Ｃ１－Ｃ３ハロアルキル、Ｃ１－Ｃ３アルコキシ、Ｃ１－Ｃ３ハロアルコキシ
、シクロプロピル、フッ素、塩素、臭素もしくはシアノで一置換～三置換されていてもよ
く、
Ｒ８は、水素、アルカリまたはアルカリ土類金属イオン、Ｃ１－Ｃ４アルキルで一置換～
四置換されていてもよいアンモニウムイオンであり、または、Ｃ１－Ｃ４アルキル、Ｃ１

－Ｃ４アルコキシ、Ｃ１－Ｃ４アルコキシ－Ｃ１－Ｃ２アルキルおよびＣ１－Ｃ４アルキ
ル－Ｓ（Ｏ）ｍ－Ｃ１－Ｃ２アルキルからなる群のうちの一つのラジカルであり、ここで
、それぞれは、フッ素、塩素で一置換、二置換、三置換、四置換もしくは五置換またはシ
アノで一置換もしくは二置換されていてもよく、
ｍは、０、１および２からなる群のうちの一つの数であり、ここで、
アルカリ金属イオンは、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウムからな
る群のうちのイオンであり、
アルカリ土類金属イオンは、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
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バリウムからなる群のうちのイオンであり、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素であり、
ヘテロシクリルは、オキセタニル、チエタニル、テトラヒドロフリルおよびモルホリニル
からなる群のうちの一つのラジカルであり、
アリールはフェニルであり、ならびに、
ヘタリール（ヘテロアリールと同義語であり、ヘタリールアルキルといったより大きいユ
ニットの一部分として包含する）は、ピリジル、ピリミジル、ピラジニル、ピリダジニル
、チアゾリル、ピラゾリルおよびベンゾチエニルからなる群のうちの一つのラジカルであ
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
式中、
Ｈｅｔは、次からなる群：
【化１０】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、ＮまたはＣ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素、フッ素および塩素からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｔは、酸素または電子対である。］
のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロ
エチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、メチルスルファニルメチル、メチルスルフ
ァニルエチル、メチルスルファニル－ｎ－プロピル、トリフルオロメチルスルホニルメチ
ル、エチルスルホニルメチル、２，２，２－トリフルオロエチルスルホニルメチル、２，
２－ジフルオロエチルスルホニルメチル、イソプロピルスルファニルメチル、メチルスル
フィニルメチル、トリフルオロメチルスルフィニルメチル、エチルスルフィニルメチル、
２，２，２－トリフルオロエチルスルフィニルメチル、２，２－ジフルオロエチルスルフ
ィニルメチル、イソプロピルスルフィニルメチル、メチルスルホニルメチル、トリフルオ
ロメチルスルホニルメチル、エチルスルホニルメチル、２，２，２－トリフルオロエチル
スルホニルメチル、２，２－ジフルオロエチルスルホニルメチル、イソプロピルスルホニ
ルメチル、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、メトキシカルボニルメチル、エト
キシカルボニルメチル、メトキシカルボニルエチル、エトキシカルボニルエチル、ジメチ
ルアミノカルボニル、ジエチルアミノカルボニル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボ
ニル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニルメチ
ル、ジエチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル
、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、ジメチルアミノカルボニルエ
チル、ジエチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチ
ル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチ
ル、メチルスルファニル、トリフルオロメチルスルファニル、エチルスルファニル、２，
２，２－トリフルオロエチルスルファニル、２，２－ジフルオロエチルスルファニル、イ
ソプロピルスルファニル、メチルスルフィニル、トリフルオロメチルスルフィニル、エチ
ルスルフィニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルフィニル、２，２－ジフルオロエ
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チルスルフィニル、イソプロピルスルフィニル、メチルスルホニル、トリフルオロメチル
スルホニル、エチルスルホニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルホニル、２，２－
ジフルオロエチルスルホニル、イソプロピルスルホニル、シクロプロピル、１－シアノシ
クロプロピル、１－クロロシクロプロピル、１－フルオロシクロプロピル、２－シアノシ
クロプロピル、２－クロロシクロプロピル、２－フルオロシクロプロピル、２，２，３，
３－テトラフルオロシクロプロピル、２－シクロプロピルシクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル、シクロヘキシル、４－トリフルオロメチルシクロヘキシル、シクロプ
ロピルメチル、シクロプロピルエチル、シクロブチルメチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－
メチルアミノカルボニル、モルホリン－４－イルカルボニルメチル、ピペラジン－１－イ
ルカルボニルメチル、４－メチルピペラジン－１－イルカルボニルメチル、
それぞれがフッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル
、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ
、トリフルオロメトキシおよびジフルオロメトキシからなる群のうちの同一もしくは異な
る置換基で一置換、二置換もしくは三置換されていてもよいヘテロシクリルメチルおよび
ヘテロシクリルエチル、それぞれの場合でシクロプロピルによって置換され、シクロプロ
ピルラジカルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロ
ピルで一置換されていてもよいヘテロシクリルメチルおよびヘテロシクリルエチル、フッ
素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル
、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロ
メトキシ、ジフルオロメトキシ、ジメチルアミノカルボニルからなる群のうちの同一もし
くは異なる置換基で一置換もしくは二置換されていてもよいヘタリール、シクロプロピル
ラジカルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピル
で一置換されていてもよいシクロプロピルで置換されているヘタリール、フッ素、塩素、
臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ
－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、
ジフルオロメトキシおよびトリフルオロエトキシからなる群のうちの同一もしくは異なる
置換基で一置換、二置換もしくは三置換されていてもよいアリール、シクロプロピルラジ
カルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピルで一
置換されていてもよいシクロプロピルで置換されているアリール、それぞれがフッ素、塩
素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅ
ｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキ
シ、ジフルオロメトキシからなる群のうちの同一もしくは異なる置換基で一置換、二置換
もしくは三置換されていてもよいアリールメチルおよびアリールエチル、それぞれの場合
でシクロプロピルによって置換され、シクロプロピルラジカルがメチル、フッ素、塩素、
シアノで一置換もしくは二置換またはシクロプロピルで一置換されていてもよいアリール
メチルおよびアリールエチル、それぞれがフッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロ
キシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル
、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシからなる群
のうちの同一もしくは異なる置換基で一置換もしくは二置換されていてもよい、ヘタリー
ルメチルおよびヘタリールエチル、それぞれの場合でシクロプロピルによって置換され、
シクロプロピルラジカルがメチル、フッ素、塩素、シアノで一置換もしくは二置換または
シクロプロピルで一置換されていてもよい、ヘタリールメチルおよびヘタリールエチルか
らなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｒ１は、次の式：
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【化１１】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブ
チル、ｔｅｒｔ－ブチル、アリル、２－ブテニル、プロパルギル、２－ブチニルであり、
ここで、それぞれはフッ素で一置換、二置換もしくは三置換またはシアノで一置換されて
いてもよく、または、メチル、エチル、メトキシ、エトキシまたはトリフルオロメチルで
一置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルであり、または、メチル、エチル、メ
トキシまたはトリフルオロメチルで一置換されていてもよいＣ３－Ｃ６シクロアルキルメ
チルであり、または、フェニル、ベンジル、ピリジル、ピリミジル、チアゾリルおよびピ
リジニルメチルであり、ここで、それぞれはフッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチ
ル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、メトキ
シ、エトキシ、ジフルオロメトキシまたはトリフルオロメトキシで一置換もしくは二置換
されていてもよく、
Ｗは、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メト
キシ、エトキシ、ジフルオロメトキシおよびトリフルオロメトキシからなる群のうちの一
つのラジカルであり、
Ｙは、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、メト
キシ、エトキシ、ジフルオロメトキシおよびトリフルオロメトキシからなる群のうちの一
つのラジカルである。］
の一つのラジカルであってもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素またはメチルであり、
Ｖは、酸素であり、ここで、
アルカリ金属イオンは、リチウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウムからな
る群のうちのイオンであり、
アルカリ土類金属イオンは、ベリリウム、マグネシウム、カルシウム、ストロンチウム、
バリウムからなる群うちのイオンであり、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素であり、
ヘテロシクリルは、オキセタニル、チエタニル、テトラヒドロフリルおよびモルホリニル
からなる群のうちの一つのラジカルであり、
アリールはフェニルであり、ならびに、
ヘタリール（ヘテロアリールと同義語であり、ヘタリールアルキルといったより大きいユ
ニットの一部分として包含する）は、ピリジル、ピリミジル、ピラジニル、ピリダジニル
、チアゾリル、ピラゾリルおよびベンゾチエニルからなる群のうちの一つのラジカルであ
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
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式中、
Ｈｅｔは、式：
【化１２】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、Ｃ－Ａ１であり、
Ａ１は、水素であり、
Ｔは、酸素または電子対である。］
のラジカルを表し、
Ｒ１は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロ
エチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、ジメチルアミノカルボニル、ジエチルアミ
ノカルボニル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチ
ルアミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニルメチル、ジエチルアミノカルボニルメチ
ル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルア
ミノカルボニルメチル、ジメチルアミノカルボニルエチル、ジエチルアミノカルボニルエ
チル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチル
アミノカルボニルエチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、シクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル、シクロヘキシルであり、ヘタリールメチルまたはヘタリールエチルで
あり、それぞれは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル
、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、
メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシからなる群のうちの同一もしくは
異なる置換基で一置換もしくは二置換されていてもよく、
Ｒ１は、式：
【化１３】

［式中、
式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、フッ素または塩素で一置換～三置換されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｗは、ＳおよびＳＯからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチルおよびトリフルオ
ロメチルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｙは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチルおよびエチルからなる群のうちの一つ
のラジカルである。］
のラジカルを表してもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
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Ｒ３は、水素であり、
Ｖは、酸素であり、ここで、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素であり、ならびに、
ヘタリールは、ピリジル、ピリミジニル、チアゾリル、ピラゾリルおよびベンゾチエニル
からなる群のうちの一つのラジカルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　前記式（Ｉ）の化合物において、
式中、
Ｈｅｔは、式：
【化１４】

［式中、
点線は、Ｈｅｔに結合したＮ＝Ｃ－Ａ基の炭素原子に対する結合を示し、
Ｇ１は、Ｃ－Ａ１またはＮであり、
Ａ１は、水素またはフッ素であり、
Ｔは、酸素または電子対である。］
のラジカルを表し、
Ｒ１は、メチル、エチル、イソプロピル、ｎ－プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅ
ｃ－ブチル、ｔｅｒｔ－ブチル、２，２，２－トリフルオロエチル、２，２－ジフルオロ
エチル、２，２－ジフルオロ－ｎ－プロピル、ジメチルアミノカルボニル、ジエチルアミ
ノカルボニル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチ
ルアミノカルボニル、ジメチルアミノカルボニルメチル、ジエチルアミノカルボニルメチ
ル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチルア
ミノカルボニルメチル、ジメチルアミノカルボニルエチル、ジエチルアミノカルボニルエ
チル、Ｎ－エチル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、Ｎ－イソプロピル－Ｎ－メチル
アミノカルボニルエチル、Ｎ－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルメチル、Ｎ
－シクロプロピル－Ｎ－メチルアミノカルボニルエチル、シクロプロピル、シクロブチル
、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロプロピルメチル、ジメチルアミノカルボニル
で置換されていてもよいベンゾチエニル、ハロゲン－、メチル－もしくはトリフルオロエ
トキシ－で置換されていてもよいフェニル、メチル－、メトキシ－、ジフルオロメトキシ
－もしくはハロゲン－で置換されていてもよいフェニルメチルであり、ヘタリールメチル
またはヘタリールエチルであり、それぞれは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒ
ドロキシ、アミノ、メチル、エチル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、トリフルオロメ
チル、ジフルオロメチル、メトキシ、トリフルオロメトキシ、ジフルオロメトキシからな
る群のうちの同一もしくは異なる置換基で一置換もしくは二置換されていてもよく、
Ｒ１は、式：
【化１５】

［式中、
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式（Ｉ）のＣ（＝Ｖ）－Ｎ－Ｑ基の窒素原子との結合がアスタリスク（＊）で表され、
Ｒは、フッ素または塩素で一置換～三置換されていてもよいＣ１－Ｃ４アルキルであり、
Ｗは、Ｓ、ＳＯおよびＳＯ２からなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｘは、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、ジフルオロメチルおよびトリフルオ
ロメチルからなる群のうちの一つのラジカルであり、
Ｙは、水素、フッ素、塩素、臭素、ヨウ素、メチルおよびエチルからなる群のうちの一つ
のラジカルである。］
のラジカルを表してもよく、
Ａは、硫黄であり、
Ｑは、窒素またはＣ－Ｒ３であり、
Ｒ３は、水素またはメチルであり、
Ｖは、酸素であり、ここで、
ハロゲンは、フッ素、塩素、臭素およびヨウ素であり、ならびに、
ヘタリールは、ピリジル、ピリミジニル、チアゾリル、ピラゾリルおよびベンゾチエニル
からなる群のうちの一つのラジカルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｈｅｔが、式：
【化１６】

のラジカルである、請求項１～３のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項９】
　Ｔが電子対である、請求項１～８のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１０】
　Ｈｅｔがピリジン－３－イルである、請求項１～７のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の
化合物。
【請求項１１】
　Ｈｅｔが５－フルオロピリジン－３－イルである、請求項１～７のいずれか一項に記載
の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ１が、式：
【化１７】

のラジカルである、請求項１～５のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の式（Ｉ）の化合物を少なくとも１つ、ならびに
従来の増量剤および／または界面活性剤を含有することを特徴とする、組成物。
【請求項１４】
　害虫防除のための、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
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　式（ＩＩ）の化合物：
【化１８】

［式中、ＨｅｔおよびＲ１が請求項１に記載の意味を有する］。
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